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海岸事業に関する事項
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(7)あなたは下新川海岸が昭和45年台風による寄り回り波によ
る被害など、過去にも被害を受けた地域であることを知ってい
ましたか？
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(8)あなたは下新川海岸で行われている離岸堤(テトラポット)整
備などを知っていましたか？
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(6)あなたは平成20年2月に起こった高波災害を知っていました
か？
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(5)あなたは寄り回り波の発生するしくみを知っていましたか？
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ソフト対策に関する事項
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(9)あなたは下新川海岸で波が高くなると予想されると発令され
る水防警報を知っていましたか？

(10)あなたは黒部河川事務所のホームページから提供している
海岸の画像や波高の情報を見たことがありますか？



語り部の会に関する事項

平成２０年高波災害から１０年 語り部の会アンケート結果 4/5

映像

25%

体験発表

30%

パネルディス

カッション

32%

なし

2%
不明

11%

n=114

(11)あなたが今日の語り部の会で一番興味のあった項目は何で
すか？
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避難訓練、避難所運営訓練等を行い防災力向上に努めること

波浪警報などの気象情報収集

公民館等で防災講習を行うこと

学校で防災教育を行うこと

過去の災害を学び自ら備えること

過去の災害を伝えていくこと

海岸の施設整備を推進すること

人

(12)語り部の会に参加して重要だと感じたことは何ですか(複数回答）
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頂いたご意見の一部抜粋

・人生５８年間に二度の寄り回り波を経験しており、これが風化されないように後世に伝えてい
くべきである。

・当時被災者でした。各々の立場で復興に努力いただいたことに改めて感謝いたします。
・私は、被災した日を防災グッズ等点検の日とし、災害を考える日としていますが、引き続き、
気持ちをひきしめていきたいと思いました。
ありがとうございました。

・日頃からの災害対応の心がけが大切だと痛感しました。
・地域の安全安心を呼びかけるためには防災意識の向上、住民による防災訓練が重要であると考
えます。

・今回の講演会はとても有意義であり参考になりました。

・防災無線はだいぶ行きわたったと思いますが弱者、・・耳の不自由な方はどう対処すれば・・
等、細かい事はたくさんあると思いますがきめ細かい対策が必要と思われます。

・しかたない事だが、ボランティアが弁当と水ばかりもってくるので、逆に相手するのにこまり
ました。必要な物の要望をとりまとめる形があればよかった。

・あの時、消防団で七日間行きました。地獄絵図の様でしたが片づけを手伝っている人達すべて
が輝いて見えたのが印象的でした。

～ アンケートにご協力頂き、また貴重なご意見をありがとうございました。～


